
はだの議会だより 令和 4 年（2022 年）8 月 14 日（日）  第 245 号〘6〙

　審査の中で、全面的に採択はできませ
んが、その趣旨や項目の一部に賛同でき
る場合、常任委員会として「趣旨了承」
という判断をすることができます。

諏訪市で開催
諏訪市・秦野市姉妹都市

議会議員交歓研修会

上空からの戸川地区周辺

・

陳
情

意
見
書

豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め

教
職
員
定
数
の
改
善
と
教
育
予
算
の
充
実
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
適
用
除
外
に

補
聴
器
購
入
に
公
的
助
成
を

議
提
議
案
第
３
号　
戸
川
土
地
区
画
整

理
事
業
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
を
求

め
る
決
議
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

市
発
展
の
絶
好
の
機
会
を
逃
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
戸
川
土
地
区
画
整
理
準

備
組
合
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
市
が
実
施

す
る
矢
坪
沢
の
水
路
整
備
と
都
市
計
画

議
案
第
26
号　
秦
野
市
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
と
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
市
が
行
う
新
た
な
事
務

に
つ
い
て
、
徴
収
す
る
手
数
料
と
そ
の

額
な
ど
を
定
め
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
公
布
の
日
か
ら

令
４
陳
情
第
５
号　
子
ど
も
た
ち
に
豊

か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
、
教
職

員
定
数
改
善
と
教
育
予
算
の
増
額
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
学
び
を
保
障

す
る
た
め
に
、
教
職
員
定
数
改
善
と
教

育
予
算
の
増
額
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

教
科
担
任
制
に
よ
る
専
門
性
の
高
い

教
科
指
導
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

議
提
議
案
第
５
号　
教
職
員
定
数
改
善

と
教
育
予
算
の
増
額
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

令
４
陳
情
第
３
号　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
支
援
に
つ
い
て
国
に
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
年

齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
公
益
社
団
法

人
で
あ
る
。
誰
も
が
生
涯
現
役
で
活
躍

で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
で
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
一
層
重

要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５

年
10
月
に
導
入
さ
れ
る
「
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
」

の
適
用
か
ら
除
外
す
る
よ
う
国
に
意
見

書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
適
用
は
高
齢
者

の
や
る
気
を
そ
ぐ
だ
け
で
な
く
、
事
業

の
運
営
も
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

議
案
第
27
号　
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

消
防
団
に
配
置
し
て
い
る
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
老
朽
化
に
伴
い
、

新
た
な
車
両
を
購
入
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
本
事
業
の
条
件
付
き
一
般
競
争
入

札
が
再
入
札
さ
れ
た
際
に
、
３
者
の
応

札
者
の
う
ち
２
者
が
辞
退
し
て
い
る
。

予
定
価
格
の
設
定
に
課
題
が
あ
る
と
感

じ
る
が
、
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
場
価
格
を
踏
ま
え
た
適
切
な
予

定
価
格
と
す
る
た
め
、
事
前
に
３
者
か

ら
参
考
見
積
も
り
を
徴
収
し
て
い
る
。

令
４
陳
情
第
４
号　
加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
公
的
助
成
を
市
へ
求
め

る
陳
情
書

▼
願　
意

　

補
聴
器
の
購
入
と
使
用
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
手
厚
い
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
環
境
は
今
後
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
高
額
な
た
め
、
ま
ず
は
購

入
費
の
助
成
を
始
め
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
補
聴
器
の
購
入

に
対
す
る
補
助
制
度
の
検
討
に
は
、
国

や
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
耳
の
き
こ
え

道
路
の
一
刻
も
早
い
完
成
に
向
け
て
、

市
民
へ
の
よ
り
一
層
の
丁
寧
な
説
明
を

行
い
、
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
を
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
た

め
、
決
議
す
る
も
の
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

企
業
誘
致
の
方
法
な
ど
議
論
が
足
り

て
お
ら
ず
、
地
域
住
民
と
の
合
意
に
力

施
行
と
す
る
が
、
長
期
優
良
住
宅
の
普

及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
係
る
規
定

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
10
月
１
日
と

す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
既
存
の
住
宅
を
長
期
優
良
住
宅
と

し
て
新
た
に
認
定
で
き
る
制
度
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
手
数
料
の
額
を

　

小
学
校
に
お
け
る
35
人
学
級
へ
の
段

階
的
な
移
行
を
踏
ま
え
、
全
て
の
子
ど

も
た
ち
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
支
援
体
制
と
安
全
・
安
心

な
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
中

学
校
に
お
け
る
35
人
学
級
の
実
施
、
教

科
担
任
制
の
配
置
増
な
ど
に
対
応
し
た

教
職
員
定
数
改
善
の
推
進
や
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分

の
１
に
復
元
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

議
提
議
案
第
４
号　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

誰
も
が
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
社

会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役

割
は
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
適
用
に
よ
り
、
収
支

相
償
が
原
則
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
の
事
業

運
営
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
会
員
へ
の
配
分
を
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
適
用
か
ら
除
外
す
る
な
ど

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

当
初
の
入
札
は
３
者
が
予
定
価
格
を
上

回
っ
た
が
、
最
終
的
に
予
定
価
格
の
範

囲
内
で
応
札
さ
れ
た
た
め
、
適
正
な
価

格
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

問　
消
防
団
車
両
は
ガ
ソ
リ
ン
車
と
し

て
い
る
が
、
本
市
は
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を

目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明

し
て
い
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
な
ど
の
環
境
に
配
慮
し
た
車

両
の
検
討
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
で
運
転
で

き
る
３
・
５
ト
ン
未
満
の
車
両
の
納
入

を
仕
様
で
定
め
た
た
め
、
該
当
す
る
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
な
ど
は
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
乗
車
定
員
が
３
名
と
な
り
、
条
件

に
関
す
る
実
態
調
査
が
進
み
、
エ
ビ
デ

ン
ス
の
充
実
が
必
要
と
な
る
。
一
方
で
、

補
聴
器
の
使
用
に
お
け
る
課
題
に
つ
い

て
市
民
の
声
を
受
け
止
め
、
き
こ
え
の

調
整
と
い
っ
た
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
体
制

な
ど
の
環
境
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
趣
旨
了
承
と
す
べ
き
で

あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

補
聴
器
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
お
り
、

環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛

成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

を
尽
く
す
べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

市
の
限
り
な
い
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
、
次
世
代
を
担
う
多
く
の
市
民
や
既

存
の
企
業
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
事

業
で
あ
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

改
正
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
認
定

に
よ
る
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
の
借
入
利
率
の
優
遇
や
一
定
期
間
の

固
定
資
産
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

申
請
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
ほ
か
、
認

定
に
必
要
な
建
物
の
改
修
や
申
請
に
係

る
費
用
の
負
担
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

か
ら
外
れ
る
こ
と
か
ら
、
選
定
し
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。

要
望　
本
市
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
表
明
し
て
い
る
点
か
ら
、
今
後
、
環

境
に
配
慮
し
た
車
両
が
新
た
に
開
発
さ

れ
た
場
合
は
、
価
格
と
環
境
へ
の
負
荷

を
踏
ま
え
た
選
定
を
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議

案

審

議

戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の
強
力
な

推
進
を
求
め
る
決
議
は
原
案
可
決

既
存
住
宅
で
も
長
期
優
良
住
宅
に
認
定

で
き
る
制
度
創
設
に
合
わ
せ
て
改
正

老
朽
化
に
伴
い
消
防
団
車
両
を
更
新

　議長に提出された請願や陳情について
は、基本的にはその内容を所管する常任
委員会に付託され、採択すべきかどうか
について審査を行います。

　なお、国などへの意見書の提出を
求める請願や陳情を「趣旨了承」と
判断した場合は、意見書の提出は行
いません。

※�令和３年12月第４回定例会から「趣旨採
択」がなくなり、新たに「趣旨了承」が
創設しました。

　７月５日（火）、６日（水）
に、姉妹都市の長野県諏訪市と
研修会を開催し、情報交換をし
ました。５日は、「国史跡　高
島藩主諏訪家墓所と文化財保護
〜高島藩の歴史と文化財〜」に
ついて研修をし、６日は、「駅
前交流テラス　すわっチャオ」
などを視察しました。

のギ カ イ ギ モ ン
趣旨了承ってなに？

小型動力ポンプ付積載車




